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晴
れ
て
成
人
の
日
を
迎
え
た
私
た
ち
に
、
こ
の
よ
う

な
盛
大
な
式
典
を
催
し
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
来
賓
の
方
々
の
心
温
ま
る
言

葉
を
い
た
だ
き
、
新
成
人
を
代
表
し
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

本
日
、
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え
に
家

族
や
先
生
方
、
地
域
の
皆
様
、
友
人
た
ち
の
支
え
が

あ
っ
た
お
蔭
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
地
元
や
同
世
代
の
選
手

た
ち
の
姿
に
接
し
、「
何
か
で
き
る
の
で
は
」
と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
、
私
た
ち
の
役
目
は
、
夢
や
希
望
を
与

え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
に
至
り
ま
し

た
。
私
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
幼
い
頃
か
ら
の
夢
を

追
い
続
け
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
弥
生
の
子
供
た
ち
の

目
標
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

本
年
よ
り
成
人
と
な
っ
た
私
た
ち
は
責
任
と
い
う
言

葉
を
再
認
識
し
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 新

成
人
代
表　

中
村　

一
輝
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市民憲章
藤村　舞さん

明るい選挙推進の決議
森　浩太さん

グッドマナー宣言
戸田　早香さん

謝辞（お礼の言葉）
中村　一輝さん

弥生成人式

新成人５８人（男性３１人、女性２７人）が参加

記念品を受け取る
宮浦　万穂子さん

今年の祝辞ではリオデジャネイロオリンピックにおける地元出身選手の活躍、そして
泉小学校、泉中学校の新校舎完成間近など明るい話題が採り上げられました。
その底辺に忘れてはならないことがあります。それは人々の目的意識です。
これの持続なくしては何事も成し得ないことを、新成人は体験してゆくことでしょう。
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新成人祝賀会

まだまだ未熟ですが、少しずつ立派な大人になってゆきます。
６年生のときが一番楽しかった。お会いできてうれしかったです。

6年生のときはお世話になりました。　教えてもらったことは今でも役に立っています。

弥生小学校6年担任の先生への寄せ書き（抜粋）

ありがとうございました。
あこがれの先生です。先生み
たいな教師になれるように。
私も教職を目指しています。
先生のおかげで道をふみは
ずすことなく、まっすぐ生き
ています。

優しくていつもにこにこして
いる先生が大好きでした。
感謝しています。
僕たちに優しく接してくだ
さったことをとても覚えてい
ます。

角（かど）先生 道下先生

花束と寄せ書きの贈呈
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木
村

　文
昭

　館長

新
田

　義
昭

　　　　　　金沢
市
長
代
理

相
川

　久
嗣

　　　　　町会
連
合
会
長

谷
本

　正
憲

　知事

五
十
数
年
前
、
私
が
学
生
の

頃
、
新
任
教
師
に
「
毎
日
が
つ
ま

ら
ん
」
と
呟
く
と
「
君
た
ち
に
は

目
標
が
な
い
か
ら
だ
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
一
言
が
生
き
る
糧

と
な
り
ま
し
た
。

今
日
、
皆
さ
ん
に
言
い
た
い
こ

と
は
、
「
目
標
＝
夢
」
を
持
つ
こ

と
で
す
。

朝
ド
ラ
「
あ
さ
が
来
た
」
の
主

題
歌
「
3
6
5
日
の
紙
飛
行
機
」

は
、
人
生
を
紙
飛
行
機
に
例
え
て

の
歌
で
す
。
「
風
の
中
を
力
の
限

り
、
た
だ
進
む
だ
け
、
そ
の
距
離

を
競
う
よ
り
、
ど
う
飛
ん
だ
の

か
、
そ
れ
が
一
番
大
切
な
ん
だ
」

と
い
う
詞
が
あ
り
ま
す
。
心
の
ま

ま
に
、
大
き
な
羽
を
の
ば
し
て
飛

ん
で
く
だ
さ
い
。
人
生
捨
て
た
も

の
じ
ゃ
な
い
。

私
は
、
五
十
年
後
の
世
の
中
に

つ
い
て
勉
強
中
で
す
。
そ
れ
は
皆

さ
ん
が
作
る
世
の
中
で
す
。
ど
う

か
、
愛
を
乗
せ
自
由
に
飛
び
立
つ

こ
と
を
。

昨
年
は
、
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ニ
ュ
ー

ス
が
日
本
中
を
大
い
に
湧
か
せ
ま

し
た
。
金
沢
市
出
身
の
松
本
薫
選

手
が
、
み
な
ぎ
る
闘
志
で
強
豪
選

手
に
挑
む
姿
は
、
応
援
す
る
私
た

ち
に
大
き
な
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
に

は
東
京
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
も
世
界
交
流
拠
点
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
魅
力
と
活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
新
成
人
の
皆

さ
ん
に
は
、
み
ず
み
ず
し
い
感
性

と
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
若
き
担
い
手

と
な
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
、

皆
さ
ん
の
後
に
続
く
世
代
の
良
き

目
標
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
自
身
が
願
う
夢
や
目

標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
く
だ
さ

い
。

皆
さ
ん
、
成
人
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
の

方
が
弥
生
小
、
泉
中
を
卒
業
さ
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
弥
生
小

の
シ
ン
ボ
ル
「
ふ
た
ば
像
」
を
覚

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
像
は
昭
和
三
十
二
年
卒

業
生
が
金
沢
美
大
教
授
の
野
口
嘉

光
氏
に
制
作
を
依
頼
し
た
も
の
で

す
が
、
青
空
に
向
か
っ
て
力
強
く

伸
び
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は

二
十
歳
の
節
目
に
、
こ
の
「
ふ
た

ば
像
」
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

1
9
5
9
年
に
木
造
校
舎
消
失

時
に
も
焼
け
残
っ
た
こ
と
で
、
人

生
で
哀
し
い
時
「
ふ
た
ば
像
」
を

思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
常
に

上
を
向
い
て
、
前
へ
進
も
う
と
す

る
姿
が
、
き
っ
と
皆
さ
ん
を
勇
気

づ
け
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

昨
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け

る
石
川
県
出
身
の
選
手
た
ち
の
素

晴
ら
し
い
活
躍
は
皆
さ
ん
の
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。プ

ロ
野
球
で
も
千
葉
ロ
ッ
テ
マ

リ
ー
ン
ズ
の
角
中
勝
也
選
手
が
全

試
合
出
場
と
首
位
打
者
と
最
多
安

打
の
二
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
す

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し

た
。選

手
の
皆
さ
ん
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
家
族
へ
の
感
謝
の
心

で
す
。
人
は
決
し
て
一
人
で
生
き

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
族
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や
学

校
、
職
場
な
ど
様
々
な
人
た
ち
に

支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
ま
す
。

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に

は
、
感
謝
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

自
ら
が
果
た
す
べ
き
責
任
を
自
覚

し
、
社
会
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

主催者・来賓の挨拶（要旨）



公民館や児童館が日頃の練習成果を発表するとあって、
用意した椅子席は瞬く間に地元の人々で埋め尽くされ、大盛況であった。

ステージを観たあと、
軽食を取りながら話も
弾む。

子どもたち
一人一人が
本来持っている感
性で描いた作品が
並んでいた。

この豊かな創造力
が未来へとつな
がってゆくことは間
違いない。

平成28年11月6日
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ただただ走り‥‥‥‥走るのみ‥‥‥

弥生社会体育大会弥生社会体育大会
気温が２８度まで上昇し夏を思わせる青空の下、１０月２日（日）泉中学校グラウンドで住民１,８００人が参加

し「弥生社会体育大会」を開催した。競技結果は次のとおり。
≪町会対抗≫
★1位：泉町交友会  ★2位：生和会  ★3位：芦中町

≪総合リレー≫
★1位：泉が丘致芳会  ★2位：生和会  ★3位：泉野図書館前

平成28年10月2日

障害物競走 障害物競走

幼児20m競争

二人三脚

80m競争
80m競争

自主防災リレー ビンつり競争
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ゴールは?‥‥まだまだ

町会のパワーを見よ‥‥‥‥

キックボール

自主防災リレー

大玉ころがし

障害物競走

障害物競走パン食い競走

総合リレー
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編
集
後
記

皆
様
に
は
二
〇
一
七
年
を
ど
の
よ
う
に
迎
え
ら
れ
、

そ
の
後
を
ど
の
よ
う
に
お
過
ご
し
に
な
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
日
本
列
島
全
体
が
寒
波
に
覆
わ
れ
、
寒
さ

が
身
に
応
え
る
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
私
は
Ａ
Ｋ
Ｂ

４
８
の
「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
」
を
聴
き
な
が
ら
、

こ
の
最
終
校
正
を
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
木
村
館
長
は
新
成
人
へ
の
式
辞
で
、
ド
ラ
マ

「
あ
さ
が
来
た
」
の
歌
詞
「
進
む
距
離
を
競
う
よ
り
、
ど

の
よ
う
に
し
て
進
ん
だ
の
か
が
一
番
大
切
」
と
い
う
考

え
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
し
て
進
む
か
は
個
人
の
自
由
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
見
つ
け
出
す
努
力
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。�

（
野
村
）

10月30日、泉中学校グラウンドで新竪町公民館と弥
生公民館による今期最後の交歓試合を行いました。肌寒
い天候をものともしない両チームは好プレイ続出、イニ
ングを重ねるごとに寒さもどこかへ吹き飛んでしまいま
した。

試合は白熱の打撃戦となりましたが、新竪町公民館が
11対 9 で勝利。しかし、和気あいあいの時間を互いに
共有することができました。

1 月20日、健民スポレクプラザで親子スケート教室
を行いました。小学生28名、大人19名が参加。スケー
ト指導員より、スケート靴の履き方、歩き方、ケガをし
ない転び方、滑り方、止まり方の指導を 1 時間ほど受
けた結果、皆リンクを周回するくらい上達しました。

浅田真央さんに想いを馳せながら寒いリンクで汗をか
きました。終了後はフリー滑走となり、ほとんどが歓声
を上げながら楽しんでいました。

6 月 6 日、みどり学級は、年一度のバス研修旅行を
行っています。今回は福井県小浜方面でした。大飯町の
若洲一滴文庫を先ず訪ねました。同町出身の直木賞作家
水上勉氏が主宰されている若州人形座の拠点であり、同
時に宗教･美術・文学の資料を展示する施設です。

等身大の竹人形作品や文楽公演が出来る劇場などが点
在しています。特に劇場ステージの背景となる竹林は心
洗われるものでした。その後は国宝・明通寺や気比の松
原にも寄り楽しい一日を過ごしました。

「やよい写真教室」の本年度講師は風景写真家の諸谷
三代次氏。作品展で感じた「もっと沢山、写真を撮りな
さい」「テーマやタイトルは明確にシンプルに」等々
……その評価を励みにユニークな作品づくりに努めてい
ます。

11月25日、マナビー号で行く市内文化研修は、小雨
が降る肌寒い日でしたが、市内文化施設を周りました。

最初は金沢ひがし廓「志摩」。艶やかな伝統文化の
『粋』を感じました。

金沢卯辰山工芸工房では、副館長より詳しい説明をい
ただきながら、展示品や若手作家の作業を見て、伝統工
芸の新旧に触れることができました。

午後は赤レンガが素敵な県歴史博物館と加賀本多博物
館へ。学芸員の解説を聞き、歴史と文化について学ぶこ
とができました。

スポーツ少　　年

シルバー世代

写　　真

女　　性

事業の紹介事業の紹介
館報 やよい
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